
リーダーシップのスタイル 特徴 スタイルを支える行動特性 効果的な局面

スタイルA 
ベースセッター型

高い目標を設定し、自ら率
先垂範して周囲を引っ張る

自らは最新の専門知識やスキルを常に習得し、
ビジネスに生かす。部下に対しては、高い自信
や遂行力を持って行動する姿を示すことで手本
となっていく

新規事業やベンチャー企業の立ち上げ ・少
数精鋭チームで短期間に成果を上げることが
必要なプロジェクト

スタイルB 
指示命令型

「いつまでに何をどうやる
べきか」を明確に指示し、
進ちょく状況を細かくチェ
ックする

部下に対してすべきこと、目標水準、達成期限
などを明確に指示し、きめ細かいモニタリング
とフィードバックでその実現を支援する。部下
の成果への責任意識も醸成する

短期間の業績回復や緊急事態への対応 ・新
人の育成

スタイルC 
調和型

人と人との関係や調和など
情緒的な側面を重んじる

信頼できる対人関係を構築し、部下との親密性
を演出できる。 部下への共感や理解に努めて、
好ましい関係作りに心をくだくなど、人間的で
エモーショナルな関係を築く

業績が右肩上がりで安定している ・ストレス
が多く、部下の心理負担が大きい職場の雰囲
気の緩和

スタイルD 
指導育成型

時間がかかっても、部下の
成長を優先し、組織力を高
める

断定的に指示したり否定したりするのではな
く、部下が自ら思考、自己洞察できるような質
問を重ねる。中長期の成長目標を明確にし、必
要な支援や継続的なフィードバックを与える

多様な課題を抱え、一人ひとりの解決能力の
向上が急務 ・上意下達型の組織運営を続け
てきたが、成果が頭打ち

スタイルE 
民主型

部下を意思決定プロセスに
参画させ、コミットメント
を引き出す

メンバーの様々な意見や価値観を尊重して、組
織の円滑な運営を促進するような行動を取る。
会議やミーティングにおいて、コンセンサスを
形成することを最重視する

部下の能力は高いが、それをチーム運営の改
善に反映できていない ・部分最適はできて
いるが、全体最適の意識が希薄

スタイルF 
ビジョナリー型

「なぜその仕事をするの
か」という目的やビジョン
を理解させ、部下を導く

思いやビジョンを発信して、組織をまとめメン
バーを動機付けていく。会社全体の目標をその
まま伝えるのではなく、自部門の方針にブレー
クダウンできる。

大規模な業務改革の遂行 
組織肥大化による求心力低下


